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In a previous reportりOurnalof Fermentation Technology．43．35．1965）．it was  

noted that thelevelof5’－nuCleotidesextracted frollSOme Sea foodswithtnilingwater  

WaS h；gher than that extracted with cold perchloric acid．Related tothis observation，  

SOme factorsinvoIved行Iboiling extractiollWereinvestigated．   

Fract；onsof nucleoside polyphosphatc；nperchloric acid cxtr？CtS Of1Asari（Ve71e・1I／P；s  

∫e〃J／decI（S‘LJLりand Kurul：aebi（ハ≠（L・／LヾjEL！Jn7）i｛”▼｛）were separated by means of alarge  

SCale column of DowexlX8．These fractions wereidentified as ADP and ATP．   

The extraction of5’－nuCleotide of Asarior Kurumaebiwas most effect；ve at50－70C  

C，and was highest after5minute3 eXtraCtion．Theincrease of5’－AMPin a boiling  

extract of sea foα1s如as accompanied w；th a decreaseoE ATP・and ADP．Theinetease  

Of5‘－AMPmaybe attributed toこIn CnZy王11atic breakdown of ATP and ADP．Decompo－  

Sitiopof RNA was relatively sTlallinsea－foods under exp？rimentalconditions・The  

for皿ation of5■－nuCleotide of Asariwas examined after autolysisin buffersof various  

p甘at37OC．As a result．especial1y at the range of pH6．0－8．0．6′－nuCleotide was  

accumulated but3’－nuCleotide was found onlyin trace amounts．  

＊本研究は大阪大学工学雅醸酵工学教室数授章本四郎蒐生との協同研究である．ご懇切な御助言，衛協力を   

賜ったことに深謝いたします．   

醗酵工学朋巷明月P．409（1965）所載  

脚注：本報においてはつぎの略号を使用する．  

5LAMP：adenosiTle－5L血OnOphosphate（5l－adenylic acid）  

5，－CMP：Cytidine－5，pmonophosphate（5［－Cytidylic acid）  

5J－t）MP：uridine－5しmcnophbsphate（5．－uridy混acid）  

5′－IMP：inosiTle－51－mOnOphosphate（5l－inosinic acid）  

5，－GMP：guanOSin阜－5r－mOnOphosphate（5しgtlany］ic acid）  

RNA：ribonucleic acid  RNase：ribonuclease  

DNA：desoxyribonucleic acid  DNase：desoxyribonuclease  

ADP：adenosine diphosphate  PDasc：Phosphoidesteraie  

ATP：adenosinetriphosphate PMase：Phosphomonoesterase  

－193－   



括  

前報1）においてきのこ類，塵腐食晶の缶詰工得，ことに加熱処理に挺し5■－ヌクレオチド類の消  

長が認められること，ことにシイタケ，マッシュルームなどについて加熱処理における5－－ヌクレ  

オチドの蓄積がヌクレオシドポリ燐軽からの分解．または高分子核琴かうの分解によることを明  

らかにした．あさりなどの缶詰工程において予備蒸煮および殺菌工抑で同型物小の5■－AMPなど  

の含量が変化↓，r一．ノ毎．る腐食にはむしろ増加する年とが認められた．   

木矧こおいて曙缶諸原料として主要な水寝食鼠 えぴ；．あさりなどを対象として加工工程申の  

遊離の塩鼠 ヌクレオシド．ヌクレオチド，ヌ・クレオシドポリ燐酸および高分子核酸の相対的な  

消長を検討した．さらにこの変化が酵素反炉こよるのではないかとの観点から抽出粗酵素液につ  

いてヌクレオチダーゼ，RNase．PDase．PMase活性について検討したので報告する．   

臭 鹸 の 部  

Ⅰ．臭 鹸 方 法  

（1）供試標準物質は前轍りに準ずるJ  

（2）誠料調製法 供試あさl）（17ビ肌”・卑車．∫ど′′▲／‘Jふ川∫‘庸）とくるまえぴ¢扇両肌．ノ‘J押～Jc耶）  

ほ市販品．いずれも吋鹿部をできるだけ均一た取り，水2恰塵を加えホモジナイズした後に種々  

の条件で処理し．冷却ト5～I岬甲過準率酸溶液で年中鋸：卓押出を卿享て処鱒レ5N－KOIi  

で中和し活性炭処理した後．アルコール含有アンモニア溶液にて溶出潰諭し試料ともた．  

（3）分析方法 総5r－あるいは3’ユヌクレオチド軌ま巾島ら2）の酵素故によつた．個々のヌクレオ  

チドはDo壷e丈1×8 

によって全燐，政可癖性癖．良汀A燐程分南達意した・その巾でR叫両分については1N－KOH  

で370c．18～20時間分廃してモノヌクレオチドとして構成塩基組成を調べた．また，自己分解啓  

素系におけるpHの影智を調べるために酢酸緩衝液とトリスアミノメタン緩衝液を使用した．自己  

消化はp勘．0あるいほpH8．0において508cで4時間保温した後．反応液ほ活性炭処理後カラムク  

ロマトグラフィーで定量した．  

（4）酵素活性の測定 粗酵素液は2倍塩の水を加え，氷で冷却しながらホモジナイズした後1加O  

rpmで冷却遠心し．その上薄液を使用した．測定法は戸円ら6）の方法によった．  

Ⅱ．実 験 絵 黒  

（1）くるまえび・あさり各面分の同定くるまネぴ、‥皐さりの妙齢夜の塩鼠 ヌクレオシド，ヌ  

クレオチド類は前線1）にて報告したので．ここではヌ1クレオシドポリホスフェートの両分につい  

て同定した・まず、くるまえび200gを冷却時∴過塩素酸抑田を行な‥t、5N－KOHにて中和後，  

冷暗遠心分離し上橙液を集め前掛）どおり大型カラム（2×3q亡m）を通過させた．そのクロマト  

グラムはFig．1のごとくである．．   

両分が3個（G，II，り得られた．両分牲．Ⅰの紫外郎吸収曲線と磯酸，塩基，リボースのモル  
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－バークロマトグラフイーよりヌクレオチダーゼ処理ではアデノシン．HCl分解でほアデニン  

になり．このことより†＝まADP，lはATPであ‾ることを認めた．  

（2）くるまえび，あさりの煮出しにおける加熱温度の影響 まず種々の条件下で煮出した場合  

の絵5－－ヌクレオチド量の変化を調べた・煮出し法はそれぞれの温度に約60mlの水を喫めた巾にホ  

モジナイズして均一にした試料を10g入れ5分間保温抽出し，その煮出し液をね時5％過塩素酸  

溶液で処理し洗液ともに100mlとした．対照としてホモジナイズした試料を冷痔過塩素酸で抽出  

したものを取った．その捨象 くるまえびはTable2．あさりはTable3のごとくである．   

くるまえび．あさりとも500c～700cで5′－ヌクレオチド畏が多く，1000c納付および冷暗過塩  

素酸袖出の場合よりも多かった．くるまえびでは60Qcで減少してt・、るが，フォスファクーゼの作  

用ではないかと思われる．また，3’－ヌクレオチドはほとんど認められなみった．つぎにその抽出  

時間について検討した．  

Authentic ATP  

FractionI  

Authentic ADP  

Fraction H  

Fractionlboiled for3hour，fractionII   

Authentic AMP   

Fraction H boiled for3hour，fraction H′  

Fr，Il．．5l－nuCleotidase treated  

Authentic Adenosine  

Fr，Hl．，5l－nuCleotidase treated  

Fr，Ⅰ′．，decomposed with HCI  

Authentic Adenine  

Fr，Hl．，decomposed with HCl  

Fig・3 TdentificationofKurumaebifractionIandHbypaperchromatograpy．  

SoIvent2；n－prOpanOl；COnC．ammOnia water．  

SoIventJ；Saturated ammoniumsulfate；1Msodium－aCetate；isopropanol．  
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比碩Fig．2とTablelのごと  

くで260叫∠†d・近に最大吸収雇  

示し核酸成分と考えられる．   

ペーパーク1ロマトグラフイー  

の姫闇汁主F旬．3のごとくであ  

ろ．   

両分H．Ⅰは溶媒〔2．3，4〕  

Fig．L Chromatogram of perch）oric acid＋eXtraCt Of raw   

Kurumaebi■（PpnLZC”Sjaponic〟S）（alargesealec81umn）  

（前報参照）いずれによってもそれぞれADP  

ATPと一致することおよび100アC．3時間分  

解することによって5しAM√Pに一致すること．  

また分解された両分は5′－ヌクレオチダTゼを  

作用させるとさらに分解されてそれぞれアデノ  

シンを生成すること，あるいは1N一打Clで分  

解すること！こよっモアデニンが生成されろこと  

からHほAnP．IはATPであることが認め  

られた．   

あさりについてもくるまえびと同様に同定し  

た．そのクロマトグラムはFig．4のごとくで  

ある．   

両分が小柄（G．H．Ⅰ．J）得られた．紫外  

祁吸収曲礫では260m／くにピークを持ち，また  

Ilは塩鼠リボース．燐酸のモル比はl：1：  
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W8Vele吋h（爪ル）  

Fig．2 Absoption cuⅣeS Of Kurumaebi  

rraction H andI．  
2であり，Ⅰは1：1：3であった．また，ペ   

Tablel．Molar ratio of ribose and phosphate to basein Kunumaebifraction H andI．  

Table2．Effect of temperature on the formation of nucleotidesin boiled  
extract of Xurumaeやi．（Pg仙どー／り叫脚J川ぶ）  

Boilingcondition   ロV2…／100mg  drywt．   
300C，5min   170   

50こC  ′ノ   178   

60二C  ′′   155   

70eC  ′′   ljg 

800C  ′′   l55   

100つC  ′′   170   

Coldperchloric・aCidextractio   94   
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Table3．Effect of temperature on the formation of nucleotidesin boiled  

extract of Asari．（Vg乃gr〟〆∫Jg爪idど川∫d‘α）  

5しNucleotide  
ダmOle／g dry wt．   

＄lてNucleotide  
JJm01e／gdry wt．  Boiling conditiom  

300C，5min  

う0亡C  

60＝C  ”  

了OeC  ′′  

80つC  ′′  

100nC  ′′  

Cold perchlor；c・aCid extraction   

0   

0  

trace  

／′  

′  

（3）くるまえび，あさりの薫  

糾し†；串ける経過時間に伴う変  

化 試料の発出しは500cで行   

ない．時間ヰ1分～60分まで変   

化させた．抽出液の処理融ま煮  

‘出し温度の影響の試験と同様に  
Fig．・lChromatogram of perchloric acid－eXtraCt Of・r卑亘＿．  

Asar；．（lTenerlL〆5SCmEdccLLSata）（alargescale edumn）  ：行なった．その結果ほくるまえ   

びではTabfe 4，あさりでは   

Table 5 のごとくである1．  

2N－HCOOH  

2N－HCOONa  
Solution；11  

122N－HC1  
500cではくるまえび，◆あさ  

りともに5分間が5′－ヌクレオチド是が多く．それ以上時間を長くすると減少する傾向にあ云こ  

と，また前項の実験で500c～700cに最高値があるというととから単なる物理的な抽出現象の他  

に酵素反応も存在するのではないかと考えられる．そのモノヌクレオチドの多い原田か何に由来  

するものかが興味深いと思われる．  

Table LI．Effeet ofincubation time on the formation of nucleotidesin boi］ed  

extract of Kurumaebi．（PcnaeJLSjaponicLIS）  

（‘l）あさりの缶詰工矧こおける5一－ヌクレオチドの消長あさりの缶詰製造工軋まFig・5のごと  

くで常法どおりに従った．   

原料ブランチング後の同型物．加圧殺荷役の同型物と液汁につt・、てそれぞれ5一－ヌクレオチド最  

を測定した結果はTable6のごとくである．  
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i   

Raw material  Raw material 194g   

J  

Stripped   

SIlelトfish  166g  

l  

Solid  210g  Seasoning  

J  
Blancbing  

ーStripped■meat  

J  
Rinsing  

Canning   

sterilizat…on  

Products  

SOlution100g．  
1  

Solid  138g  L車quid168g  

Fig．5 0utline of Asari（VeTTeruP；sscm；dectLSala）canningprocess．  

これらはいずれも過塩素酸抽出したも；のであ  

ろが．g当たり／仰01eで比較しブラシチングし  

て脱穀綾のものが原料の約2倍⊥3倍に達する  

ことが認められた．これは高分子核酸または，  

ATPIADPなどのポリホスフェートの分解  

に基づくのではないかと考えられる．蒸煮洗兼  

敏の同型物中にはむきみの痛星の5’一ヌクレオ  

チドが見出された．なお，1析当たりで総5’－ヌ  

クレオチド壷を比較すると殺菌前の固型物中の  

5■－ヌクレオチドほ殺菌後の同型物＋液汁巾の  

5’－ヌクレオチドにおのおの等しいが，これに  

ほ殺菌時の黄熟による高分子核鼓またはポニリホ  

スフェートよりの分解と缶詰殺菌に伴う5’－ヌ  

クレオチドの破壊とが相伴ってこのような結果  

になったものと患われる．  

（5）くるまえび，あさりの煮出しに伴う個々  

のヌクレオチド組成の変化 上述のごとぐ煮出  

しまたは缶詰製造i・こおける5しヌクレオチド竜  

の変化，多くの場合．増加という現象はきわめ  

て興味深いものであるが，その原因につt－てこ  

こではヌクレオシドポリホスフェートよりの生  

一
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山
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Fig．6 Chromatogram of perchldtic acid  

extract of Kurumaebi，  

q）Raw Kurumaebi  

b）Boiled Kurumaebi  

C）Boiled extract of kurumaebi  
成という点に焦点を絞って検討した．くるまえ  

び，あさりについて原料をそのまま試料とするとともに．それを水から煮出して800cで5分間煮  

出しを行ない液汁と開塑物とに分けて試料にした・それぞれについてカラムクロマトグラフィー  

でヌクレオチド組成を調べた冶果JまF；g．6，Fig．7 のごとくである．  
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た．このようにポリホス7土－トよりの分解と5一－AMPの生成蓄蘭が主体であると思われる．  

（6）くるまえび．あさりの煮出しに伴う核酸成分の変化 くるまえび，あさりノを煮出す時に5’一  

ヌクレオ≠ド類が増加することはすでに認められている申i，燐酸画分として全燐，較可溶性燐，  

RNA燐が窯出しの前後においていかなる消長を示すかを調べた．  

くるまえび，あさりを水から加温し1000cで3分間煮出す条件で煮山し前後の同型物と液汁につ  

いて分析した．その結果は．くるまえびiこついてほTable9，あさり′についてほTablelOのご  

とくである．   

くるまえび．あさり．tザれも発出しによる変化は少ないが．煮出しによって同型物中の全燐，  

酸可溶性燐，RNA燐が頑少し液汁巾0）全燐として回収されている．このようにRNAの減少は  

少なく，あまり分解はなかった．煮出しの前後におけるRNA区分についての構成塩基の組成な  

どを誠ペた．  

（7）あさりの煮出しに伴う RNA核酸塩基組成の変化 あさりより過塩弟酸可溶性両分およ  

び脂溶性成分を除き，RNA両分をアルカリで分解したものを対照とし，水から温めて1000cで  

5分間煮出した後，同様の処理を行なった試料とを比較しながらカラムタロマトグ盲フィーを行  

Table8．Change ofindividualnucleotidesin boiling of Asari．  

！  

sample  

ofAsari 
wt．   

Distribution Rawfleshofロマ280（％） l等温   

2．34  0．73  0，由   し24  
of materlal  

I）isttibution  

ofAsari wt．  Boiledflesh ofUV2¢0（％）  1l．67   3．58  0．57 12．20   8．45  l．3＄  0．88  0．27  l冨％   Ofmaterial             8．66  0J36  0．28  0．05   
Boiled   

e幻ract  

OfAsari 諾票モ慧謬）  10．68  7．88     H 2．O111．4 2．44   0．89  0．21  
Distribution of UV260（％）：％of absorbancy at260mIJof each fraction tb a total  

absorbancy9f the s？mple which wasapplied叩COlumn．  

Frad．A and B：mixture of bases and rluCleosides．  

Table9．Content of phosphorusin some fractions oft畠ザ如．d boiIed  

Kurumaebi．（Pど乃αど〟Jノd♪〃刀i〃JJ）  
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Table5．Effect ofincubation time・On the formation of nucleotidesin boiled  

extract of Asari．（Ⅴど71打岬f∫∫βmiJどC〟叫q）  

個々の含最を計算するとTable7，Table8のごとくである．   

これよりくるまえび．あさりの煮糾しにおける5しヌクレカ」チドの増加は5しAMPの増加が主体  

与なしているLこと，それと同帖にATp，ADPが煮出しに作って減少すろこと，塩鼠 ヌクレ  

オシド区分もいくらか増加することが認められた．ADP．ATPの減少に伴って5l－AMPの形  

で苔積されるのではないかと考えら▼れる．くるまえびの場合i5■－1MPが蓄蔵することがわかっ  

Table6．Changes of the tota15．－nuCleotidesin canning processes ofAsari．  

Sample   applied   塵   

Rawmat鱒ial   5．q   

Strippedshellfish   
（aft（豆blancbillg）   d．29  

Solid，after   
（boilingandwashing）   5．一11  

Solid，aftercann；ng   3．56   

Liquid，aftercanning   ′l．33   

Content  
per Can  
g  

Tota1  
5しnucleotide   
〃mol／Can  

5しNucleotide   

〃mOl／g  

0．一10  194   

1・⊥18  166  
1  

0．▲t5  210  

．，138   

188  

Table7．Change ofindividualrLuCleotidesin boiling ofKurumaebi．  

t l l l  Frac．  Frac．  Frac．  5し  5し  ・Frac．  ADP  ATP    A  8  C  AMP  Ⅰ叫ア  ア  
9．18  2．18  0．89  11．7a  7．93  

Distribtユtibn  Boliedfl色sb   

Of  
,u mole 

Kurumaebi  
1   Sample                                                8．d7         5．70   0 Ⅹurumaebi  ／Jmole ／gdrywt． Ofmaterial            2．50        OfUV280（％）  諾意品意  19ニケ2  2．25  b．21  牢・40 1！丁45  8，99  trace j u  trace  trace  

Boiled   Distribution OfUV 20．10  6．26  trace  trace  一l．28   
望80（％）   

e女t一義亡tOf   
〟mole  

kurumaebi   ／gdrywt．  a．馴  0．ララ   
ofmaterial  

Di扇ribution ofUV如。（％）：％ofal）SOrl）andy at260m／′0†eaeh fraction toa total  
absorbancy of the sampleWhich was■applied orL COlumn．  

Frac．A and B：mixture of bases and rluCleosides．  
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なった．そのクロマトグラムはFig．二8▼のごとくである・   

あさりのRNAのアルかJ分鰍こよって車匝のモノヌクレオチドが生成され，いずれも3′－ま  

たは2■－ヌクレオチドと考えられる．あさり，くるまえびにおいては煮出しによる RNAの分解   

Fig．8 Chromatogram of alkaline digest  

of AsariRNA after perchloric・aCid  

extractioIl．  

□ Raw Asari．  

■■ Boiled Asari．  

Fig．7 Chrom早tOgra皿Ofperchloric acid  

extract of Asari．  

a）Raw Asari  

b）Boiled Asari  

C）Boiled extract of Asari  

の総量は少なかった．したがって．アルカリ分  
淫  

解によってその構成塩基を調べても煮出し前後  

の差異は少ない．RNA両分の構成塩基組成を  

示すとTabiellのごとぐである・   

AMPのモル数を1として，CMP．UMP  

GトIPのモル比率を示している．これらのRN  

Aの構成比率は一般生物におけるものと比較し  

て特異なものではない．煮山しの前後における  

塩基比率がおのおの同様のことから煮出しにお  

・
0
 
 
 

0
や
N
】
 
0
・
5
 
 

b
 
 

Fig．9 Chromatogramofautolysatesof  

Kurumaebihomogenate．  

aJpH4．O bノpH8．0  
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いては一様均一な組成を待ったRNAがおのおの同線な塩基比率で分解されるものと考えられ  

る・このように売出し条件での自己RNAの分解はあまり考えられないが，煮出し条件以外の  

p打においては核酸酵素系の活動も考慮せねはならない．そこでまず核酸の自己分解におけるpH  

の影普について調べた．  

（8）按酸の自己分解におけるpHめ影背 くるまえび，あさりをホモジナイズし50GcでpH  

3．0～10．0の範囲の緩衝液で保温し！抽出液の紫外部吸収および蓄積された5■－あるいほ．畠しヌク  

レオチド鼠を測定した・結果はつぎ．のぞせくである（Tablc12，Table13）．  

くるまえび．あさりともに5－‡ヌクレオチドではpH6．0～8．0の範担引こピークがあり，3しヌク  

レオチドほほとんど見出せなかった，りぎにpHj．0串．よぴpH8．0に軒ナる自己分解液の塩鼠  

ヌクレオシド．ヌLクレオ≠ド組成をカラムタロマトグラフィーで湘べた結果はFig．9．Fig．10  

のととくである・いずれもpH4．0とbH8．0を並べて示してあるが，試料抹豪農が互いに異な  

るので，量的比較はこのままではできない．その含量は1、able14のごとくである．   

くるまえびでほpH4．dにおいても5’－ヌクレオチドは蓄儲しているが．pH8．0のはうがその  

TablelO・，ContentOf軸SphoruSinsomefraらtionsofr叩andboiled  

Asari．（l′銅gri坤i王事g沼fオビ川JαJd）  

Tablell．Molar ritio of alkaline digest of AsariRNA．  

」 TabIe12．Formation of nucleotidesin the auto）ysates of Kurumaebiat various pH．  
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量ほ多かった．とくに5’－1MP の存在を認めた．   

あさりではpH4．0では塩基，ヌクレオシドが主体でほとんど5’－ヌクレオチドは認められなか  

った．pH8．0では5’－ヌクレオチドはpH4．0に比べて多かった．  

（9）組酵東液による5しAMpの分解 粗酵素液が5しAMP を分解する活性があるか否かを調  

べた．  

くるまえび，あさりをホモジナイズし，水で透析した粗酵素液をauthenticの5′－AMipに件礼さ  

せ，その分解を調べたのかFig．11，Fig．12である．   

あさり、くるまえびともにpH5．0へ6．0と pⅡ8．0に活性のピークを持つことがわかった．  

Table13．Formation of nucleotidesin the autolysates of Asariat various pH．  

Table‖．Contents of nucleotides andlerated substancein the autolysates of  

Asariand Kurumaebihomogenate at pH⊥t．00r8．0  

Distribution of UVヱ60（％）：％of abs9rbancy at 260mFE∴OfleaCh五action to a total  

absorbancydfthesa皿plewhichwasappliedpon co］umn．  

Frac．B：mixture of bases and r）uCleosides．  
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考  察  

斎藤4）．小俣5）らは数魔の水産会品irこおいてADPおよぴATPを見出しているが，私達はく  

るまえぴ．あさりにおいてもこれらの存在を認めた．くるまえび，あさりの煮出しによって5しヌ  

クレオチドが増加することは興味深い．すでに水産会品や．矧獣肉類においてATP分解酵素系が  

広く存在し，5’－AMPの生成経路はこ叫こよると説明されている7・8）・また私達はシイタケ．マ  

ッシュルームにおいそもこの経路によってATP．ADPが減少し5’－AMPが生まれることを明  

らかiこしたl）．シイタケの煮出しの場合は30□cに対して600cでは約15倍も抽出量が増加したが．  

くるまえび，あさりにおいてはpbosphatase活性もシイタケより弱いためか，シイタケ，マッシ  

ュルームのように著しい変化はないが．過塩素酸側出に比べて2倍程度増加した．シイタケのよ  

うに5■一AMP以外の他の5’－ヌクレオチドの増加1も認められないことからリボ核酸の分解系の活  

動は煮通し条件では予想されない．他の条件でのリボ核酸分解酵素系の活性を調べた結果．くる  

まえび．あさりともにp甘6．0～凱0にピークを持つことが認められる‘くるまえび，あさりの粗  

酵素液についてphosphomonoestera5e，phosphodicsterase，RNAasc．DNAaseの 活性を測雇し  

0   0  

mc亡bこ  
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deaminase of Xurumaebi．  
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Fig．10 Chromatogram of autoIysates of  

Asarihomogenate．  

a）p打⊥1．O b）pH8．0  

Fig．12pH＋aCtivity curves of5しAMP  

deaminase of Asari．  
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た結果はpH6．0では・pho印homo皿OeSモモra5eのみ見出すことができた．   

このことから煮出し条件においては5’－ヌクレオチドの蓄櫨はATP．ADPによる分解が主体  

であると認められた．核酸分解酵素系にういては今後検討するつもりである．  

要  約  

Doやー甲：1×・8．を用うる木型カラム（2！X30pn）i（皐って前報に引続きヌクレオシドポリネス  

フェート画分について同定した．くる一まえぴ，あさり抽出液において．ATP，ADPの存在を  

認めた・煮出しにおいて抽払される賂5′－ヌクレオチド塩に対しでは温度の影響があり．600c～  

708cで5分間の暗が最も5’一ヌクレオチド壷が多かった？この事ラな5■－ヌクレオチドの増加の原  

田は，くるまえび，あさりにおいてほ煮山し条件においてATP．ADPの分解に伴う5一－AMP  

の増加が主体をちしていると思われる・また，リボ眩鼓分解酪羞系の作用ははとんど煮出し条件  

においては認められなかった．  

柊j）に臨み貴重な薬品，酵素類など多大のご援助を唱わった武田薬品工業株式会社の方々および実験に協   

力された当短大寺田潤子嬢に深謝いたします．   

本㈲ま昭博胴0年皮目本農芸化学会大会で発表した．  
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